
 

◆研究概要等 

大学教員になる以前は、東京都に勤務し、環境

保全や都市農業、火山災害対策等の地域政策に

関する研究を進めてきました。2015年に大学教員と

なり、中心市街地の活性化、自治体と民間の公民

連携等の研究実績があります。直近では、コロナ禍

における地域活性化の取組みについて調査を進め

ています。 
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■研究テーマ等 

１．都市環境の保全に関する研究 

都市地域を研究対象地域とした地球温暖化防止

対策、土壌汚染対策、緑化対策 等の環境政策に関

する地域研究を行っています。 

 

 

２．都市農業の振興に関する研究 

都市環境を保全する上で重要なみどりの構成

要素である農地の保全を都市農業の振興を含め

た地域政策の観点から研究を行っています。 
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３．災害対応に関する研究 

火山災害や地震に伴う原子力発電所の事故等へ

の地方行政機関の対応行動を 地理学的に明らか

とし、今後の災害に備えるための研究を行ってい

ます。 

 

５．中心市街活性化に関する研究 

中心市街地の活性化は喫緊の課題であること

から、その活性化策の一つであるバルイベントに

ついて、継続的な開催を可能とする要因解明に向

けた研究を行っています。 

 

 

 

４．公民連携に関する研究 

基礎的自治体と民間企業等との間で結ばれる包

括連携協定やその具体的取組みとしての移動販売

などのソフト事業における公民連携に関する地域研

究を行っています。 

 

６．コロナ禍における対応行動に関する研究 

コロナ禍では従前の地域活性化策を講じるこ

とが困難なことから、その打開策について、実践

的な対応を取っている地域について調査を進め

ています。 
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▲趣味等 

 まち歩き 

 

◆ゼミの宣伝等 

卒研生には、関心のある事項について、地域を選定し、できるだけ深く掘り下げて調査をしてもらい、

新しいことを見つけてもらうように指導を心掛けています。一つのテーマについて時間をかけて考える

機会は、人生の中でそうそうあるものではないと思います。卒業論文を提出した際に達成感を感じても

らえるようなゼミにしていきたいと考えています。 


